
公益社団法人 大阪府臨床検査技師会

平成25年度第3回（11月）理事会議事録

◇ 日　時：　平成25年 11月 14日（木）午後7時00分～8時25分

◇ 会　場：　社団法人 大阪府臨床検査技師会事務所

◇　出席者：　運天、竹浦、吉本、高田、荒木、田畑、清水、井戸田、出野、山田、宮野、酒井、栗本、山西、杉山、

増田、久保田、後藤、栗本監事、事務（岩﨑） 

◇ 欠席者：　山中監事

◇ 議　長：　運天

【 討議内容 】

Ⅰ．行動報告（10月分）

10月 1日　　第 4 回アジア医学検査学会(AAMLS）

山西

2日　　第 4 回アジア医学検査学会(AAMLS）

山西

3日　　第 4 回アジア医学検査学会(AAMLS）

山西

4日　　第 4 回アジア医学検査学会(AAMLS）

山西

5日　　第 4 回アジア医学検査学会(AAMLS）

山西

5日　　会員交流会

田畑、出野、後藤、栗本

10日　 大阪市衛生検査所精度管理調査

吉本

10日　 理事会

運天、竹浦、吉本、高田、荒木、田畑、清水、井戸田、出野、山田、

宮野、酒井、栗本、山西、杉山、後藤、栗本監事

15日　 堺市衛生検査所精度管理調査

田畑

15日　 渉外部会

吉本、清水、増田、杉山

16日　 総務・会計部会

吉本、荒木、栗本、山田、久保田

17日　 堺市衛生検査所精度管理調査

酒井

17日 　情報組織部会

竹浦、井戸田、酒井、杉山

17日　 地区事業部会
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竹浦、田畑、出野、栗本

18日　 大阪市衛生検査所精度管理調査

久保田

19日 　平成 25 年度日臨技近畿支部医学検査学会

運天、竹浦、高田、荒木、清水、井戸田、酒井、山西、杉山

19日　 近畿支部・近臨技合同会議

運天、清水、荒木、高田

20日　 平成 25 年度日臨技近畿支部医学検査学会

運天、竹浦、高田、荒木、清水、井戸田、酒井、山西、杉山

21日　 堺市衛生検査所精度管理調査

酒井

22日　 学術部会

竹浦、高田、宮野、山西

23日　 堺市衛生検査所精度管理調査

田畑

23日　 大阪市衛生検査所精度管理調査

山西

23日　 常務理事会

運天、竹浦、吉本、高田、荒木、田畑

23日 　日臨技近畿支部医学検査学会 準備委員会

運天、竹浦、吉本、高田、荒木、田畑、清水、酒井

24 日　  大阪府医師会医療モニター懇談会

吉本

24日　 平成 25 年度第 1 回定時総会

運天、竹浦、吉本、高田、荒木、田畑、清水、井戸田、栗本、出野、

山田、宮野、酒井、山西、杉山、増田、後藤、栗本監事

26日　 血液検査部門 血液形態特別講演会

山西

26 日  　免疫血清検査部門 特別講演会

清水

30 日  　標準化プロジェクト会議

竹浦

31 日   日本医学検査医学会 EBLM 研修会

山西

Ⅱ．経過報告

１．日臨技

１）日臨技は臨床検査技師の業務拡大および認知度のアップを目指す。

・　検査説明・相談できる臨床検査技師育成指導者の講習会を12月 6日～8日の3日間開催する。

・　臨床検査技師の認知度アップのため季刊誌「ピッペット」を発刊する。
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・　消化器内視鏡業務への参入を検討する。

２）平成26年スケジュール

・　1月24日に第4回理事会、情勢報告会、賀詞交換会を開催する。

・　1月25日に全国支部幹事会を開催する。

・　5月24日に平成26年度定時総会開催する。

２．支部学会準備委員会

・　10月 23日（水）に第7回委員会を開催した。

・　第53回日臨技近畿支部医学検査学会（福井）の調査報告を行った。（詳細は、「Ⅲ他、報告」参照）

３．事務局

〈総務部〉10月 16日（水）に部会を開催した。

　・　平成25年度第1回定時総会について検討した。

・　大臨技登録学生の今後の方針について検討した。

・ 大臨技会報2013年度版の編集について検討した。

・ 公益社団法人設立記念祝賀会について検討した。

・ 世話人委嘱状について検討した。

・ 郵送費について検討した。

・ 大臨技ニュース10月号を発行した。

・ 大臨技ホームページを更新した。

〈会計部〉10月 16日（水）に部会を開催した。

　・　9月度収支計算書を作成した。

・　事務員10月分給与を送金した。

〈渉外部〉10月 15日（火）に部会を開催した。

　・　府民フォーラム（11月 17日(日)13：00～17：00、プリーゼタワー7階）について検討した。

　・　日臨技公益委託事業について検討した。

　　　①　全国検査と健康展：11月 17日(日)13：00～17：00、プリーゼタワー7階他

　　　②　HIV予防啓発講演会：11月 30日(土)15：00～17：00、日本医療学院専門学校

　　　③　がん検診フォーラム：平成26年 3月の土曜日（予定）、場所未定

　・　大放技・大臨技合同フォーラム委員会（11月 6日）について討議した。

４．事業局

〈情報組織部〉10月 17日（木）に部会を開催した。

・　多職種合同チーム医療研修会についての反省点を検証した。

・　技師長会（平成26年 2月 22日開催予定）の内容と講師等について検討した。

〈地区事業部〉10月 17日（木）に部会を開催した。

　・　会員交流会（平成25年 10月 5日(土)、堺とれとれ市）について反省会を行った。

　　　　参加者：大人35名、小児 4名

　・　施設連絡者会（平成26年 3月 29日（土）、大阪産業創造館にて開催予定）について検討し、内容

を、保険点数＋α（案）、検査説明・相談ができる臨床検査技師育成企画に関する件とした。

〈学術部〉10月 22日（火）に部会を開催した。

　・　第9回学術部講演会について検討した。

　　　開催日時・場所（予定）：平成26年 3月 1日（土）、関西医大滝井病院南館臨床講堂
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　　　内容（予定）：検査室の工夫や無駄をなくすこと、スキルアップ等

　・　12月末までに次年度の予算書等を提出するように伝えた。

Ⅲ　他、報告

１．第9回府民健康フォーラムについて（増田理事）

11月 17日（日）に開催される第9回府民健康フォーラムについて、定員330名のところ 10月末

で360名の申込があり参加制限をしている。役員は立見となるが、当日、日臨技公益委託事業の「全

国検査と健康展」も同一場所での開催となるため役員の参加を要請した。

２．平成25年度大放技・大臨技合同フォーラムについて（増田理事）

平成26年 1月 18日（土）に開催される大放技・大臨技合同フォーラムについて、例年、一般の

参加者が少ないため、身近な方々へ誘いの声掛けと案内をお願いした。

３．全国検査と健康展について（清水理事）

11月 17日（日）に全国検査と健康展を開催する。11時よりポスターおよびパネル展示、日臨技

季刊誌「ピペット」、リーフレット等の配布を行い、13時 15分から検査相談コーナーを設け、杉山理

事が検査相談を担当する。

４．第7回「平成27年度日臨技近畿支部医学検査学会」準備委員会について（清水理事）

平成25年 10月 19日～20日に開催された「第53回日臨技近畿支部医学検査学会（福井）」の調

査報告を行った。

・有料入場者数 609名（学生、賛助企業関係者等を含めた入場者数 929名）

　大阪開催においては、有料入場者数 1,000名を目標としたい。

・参加費について、会員および賛助会員5,000円、非会員7,000円、学生は無料であった。

・案内について、会場内案内が少なかった。

・受付について、会員受付 5ヵ所（1ヵ所2名で担当）、その他、学生・賛助会員受付、日衛協受付

検査医学会受付、チーム医療受付があった。

・演者受付について、PC受付（7台）→PCでデータ確認→バーコード発行→演者がバーコードを

持参し発表会場前受付に渡す→会場担当者がバーコードを読み取る→発表データ表示　の順

で行われた。

・開始時間について、ランチョンセミナー開催のため初日は11時から開始された。

５．大臨技事務所からの郵送費について（吉本副会長）

大臨技事務所からの送付物（大臨技ニュース等）の郵送委託先について、郵送費用が年間5～6

万円安くなるため、ヤマト運輸から郵便局の郵メールに変更した。

６．ラジオでの臨床検査技師についての広報について（栗本理事）

臨床検査技師の認知度アップのため、栗本理事がラジオ関西の番組（11月 9日(土)、8：00～8：

30「寺谷一紀のまいど！まいど」）に出演して臨床検査技師の仕事を広報し、リスナーからも反響が

あった。

７．臨床検査技師の業務拡大、認知度アップについて（運天会長）

日臨技では、内視鏡検査業務へ臨床検査技師の参入に向けて準備を進めている。大阪では既に出

野理事が中心になり内視鏡検査の研修会実績があることもあり、日臨技からの協力要請があった。

認知度アップについては、日臨技季刊誌「ピペット」をいくつかの施設に置いて、読んでもらう

ことで臨床検査技師を認知してもらうことを日臨技で企画している。
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８．日臨技季刊誌「ピペット」について（吉本副会長）

　　　国民に向け臨床検査技師の認知度アップのため日臨技が作成した季刊誌「ピペット」について、

配布協力施設の募集があった。すでに大臨技事務所に送付されている創刊号については、検査と健

康展、HIV予防啓発講演会およびがん検診フォーラム等で配布することとし、第2号からは配布協

力施設を募集することとする。

９．平成26年度憲法記念日知事表彰候補者の推薦について（吉本副会長）

平成26年度憲法記念日知事表彰候補者の推薦依頼が大阪府よりあっが、今回、推薦条件に該当

する対象者がいないため該当者無しとした。

１０．大臨技への後援申請等について（吉本副会長）

　　　　下記2つの催し物について大臨技への後援申請があり、申請資料等を審査し承認した。

・生物試料分析科学会近畿支部平成25年度近畿支部総会（平成25年 12月 14日開催）

・豊中市医師会主催日本プライマリ・ケア連合学会第28回近畿地方会（平成26年 11月 30日開

催）

　　　下記催し物について大臨技への広報協力依頼があり、申請資料等を審査し大臨技ホームページ

に掲載した。

・カナダ・ライフサイエンスセミナー（平成 25年 12月 6日開催、在大阪カナダ通商事務所より

依頼）

１１．その他

１）臨床検査技師の赤石清美参議院議員が厚生労働大臣政務官に就任した。

２）宮島日臨技会長が診療報酬改定の専門事項を審議する中医協（中央社会保険医療協議会）の専

門委員に選出された。

３）日臨技支部学術奨励賞候補者の推薦選考は、2月の日臨技支部幹事会において行うこととなった。

４）日臨技主催の「検査説明・相談ができる臨床検査技師育成企画担当者講習会」（12月 6日～8日）

に田畑常務理事が受講申請することとなった。

５）日臨技公益委託事業「がん検診フォーラム」が平成26年 3月 15日（土）に開催される。

子宮頸がん関連講演の講師を小笠原先生（大久保病院）ならびに田路技師（大阪循環器病予防

センター）に依頼し、乳がん関連講演の講師を芝先生（大阪ブレストクリニック）ならびに藤岡

技師（大阪市立大学医学部附属病院）に依頼した。

Ⅳ．議題

１．「大阪府臨床検査技師会 公益社団法人設立記念祝賀会」について（吉本副会長）

大阪府臨床検査技師会公益社団法人設立記念祝賀会（平成25年 12月 8日（日）、新大阪ワシン

トンホテルプラザにて開催）について、案内状を役員・世話人266名、役員 OB 61名、賛助会員72社

（1社2名まで）に送付し、11月 13日時点での出欠状況は、出席者57名、欠席者76名である。期限

（11月 22日）までに世話人等に出欠連絡をしてもらうよう再度依頼した。

当日の進行について検討し、受付、司会等の担当者を決めた。

２．公開講座等の行事のブッキングについて（高田常務理事）

　　　平成 25年 11月 30日に二つの府民公開講座の開催が重なった件で、その要因と対策について討

議した。

ブッキング防止対策として、大臨技ホームページ上でのスケジュール管理を利用した方法等を検
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討して行くこととし、講師を招聘した大阪府感染症課には運天会長から謝罪と今後の対応について

報告することとした。

３．その他

　１）共催企業への参加者名簿の提供について（井戸田理事）

大臨技事業の共催企業より参加者名簿の提供依頼があったため検討した。

今後、共催している企業から参加者名簿の提供依頼があった場合、氏名と勤務先のみが記載さ

れた名簿（住所、電話番号等の個人情報に関わることは除外）を提供することについては問題な

しとした。

２）備品について（高田常務理事）

学術部門から資料作成時に使用するプリンターの購入要望があったため、次回理事会での検討

事項とした。

以上
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